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【
彙
報
】

●
哲
学
哲
学
史

現
在
、
専
門
分
野
・
哲
学
哲
学
史
に
は
、
大
学
院
生
と
し
て
博
士
前
期
課
程
十

一
名
、
博
士
後
期
課
程
六
名
、
お
よ
び
学
部
生
（
哲
学
・
思
想
文
化
学
専
修
）
と

し
て
二
年
生
七
名
、
三
年
生
十
名
、
四
年
生
十
二
名
の
計
四
十
六
名
が
在
籍
し
て

お
り
、
里
見
軍
之
、
山
形
頼
洋
、
入
江
幸
男
、
吉
永
和
加
の
各
教
官
が
、
専
門
分

野
・
文
化
基
礎
学
お
よ
び
現
代
思
想
文
化
学
、
ま
た
臨
床
哲
学
の
各
教
官
と
連
携

し
つ
つ
、
教
育
・
研
究
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

本
年
度
の
講
義
・
演
習
は
、
「
G
a
d
a
m
e
r
"
W
a
h
r
h
e
i
t
 u
n
d
 M
e
t
h
o
d
e
"
 -、

II
」
「
現
象
学
の
根
本
問
題
」
（
里
見
教
授
）
、
「
十
七
世
紀
西
洋
哲
学
研
究
」
「
西
田

哲
学
研
究
」
（
山
形
教
授
）
、
「
問
答
の
意
味
論

(
1
)
」「
K
a
n
t
:
Kritik d
e
r
 reinen 

V
e
r
n
u
羞
」
（
入
江
助
教
授
）
と
い
う
題
目
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他

に
、
現
代
思
想
文
化
学
の
教
官
・
院
生
と
合
同
で
、
修
士
論
文
や
博
士
論
文
の
作

成
演
習
が
定
期
的
に
開
か
れ
、
活
発
な
発
表
、
討
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

非
常
勤
講
師
と
し
て
は
、
伊
豆
蔵
好
美
先
生
（
奈
良
教
育
大
学
）
、
鹿
野
忠
良
先

生
（
本
学
理
学
部
）
、
坂
下
浩
司
先
生
（
名
古
屋
工
業
大
学
）
を
お
招
き
し
、
先
生

方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
ホ
ッ
ブ
ズ
と
十
七
世
紀
哲
学
の
諸
問
題

II
」
（
伊
豆
蔵
先

生
）
、
「
認
識
論
講
義
ー
文
科
と
理
科
に
橋
は
架
か
る
か
ー
」
（
鹿
野
先
生
）
、
「
古
代

哲
学
史
」
（
坂
下
先
生
）
と
い
う
題
目
で
講
義
を
し
て
頂
い
て
い
る
。
十
月
二
十
二

日
に
は
、
里
見
軍
之
教
授
の
招
き
に
よ
り
、

K
a
h
K
u
n
g
 C
h
o
教
授
（
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
立
大
学
）
の
講
演
会
が
開
か
れ
、
盛
況
で
あ
っ
た
。
（
吉
永
）

●
現
代
思
想
文
化
学

大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
門
分
野
・
現
代
思
想
文
化
学
に
は
現
在
、
博
士
後
期

課
程
に
七
名
、
博
士
前
期
課
程
に
六
名
の
大
学
院
生
が
所
属
し
て
お
り
、
そ
の
う

ち
一
名
は
留
学
生
で
あ
る
。
な
お
、
研
究
・
指
導
に
あ
た
る
教
官
は
、
浅
野
遼
二

教
授
と
溝
口
宏
平
教
授
、
望
月
太
郎
助
教
授
、
そ
し
て
佐
々
木
正
寿
助
手
で
あ
る
。

当
専
門
分
野
に
お
い
て
今
年
度
開
講
さ
れ
て
い
る
講
義
・
演
習
の
主
要
な
も
の

に
は
、
「
現
代
思
想
文
化
学
演
習
」

(
M
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
の
研
究

I
.
I
I
、
溝
口
教
授
）
、
「
現
代
思
想
文
化
学
講
義
」
（
美
の
形
而
上
学
研
究
•
生
の

形
而
上
学
研
究
、
浅
野
教
授
）
、
「
環
境
思
想
論
講
義
」
（
環
境
思
想
の
諸
問
題
、
溝

ロ
教
授
）
、
「
生
命
思
想
論
講
義
」
（
「
生
命
の
哲
学
」
研
究
、
浅
野
教
授
）
、
「
現
代

思
想
文
化
形
成
史
講
義
」
(
+
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
思
想
研
究
、
望
月
助
教
授
）
、
「
現

代
思
想
文
化
形
成
史
演
習
」
（
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
思
想
研
究
、
望
月
助
教
授
）
が

あ
り
、
ま
た
そ
の
他
に
修
士
論
文
・
博
士
論
文
作
成
演
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。

非
常
勤
講
師
に
は
、
横
山
輝
雄
先
生
（
南
山
大
学
）
を
お
招
き
し
、
「
近
代
科
学

の
成
立
と
展
開
」
の
題
目
の
下
に
集
中
講
義
を
お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、
十
月

九
日
に
は
、
来
日
中
の
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ブ
ロ
ッ
ク
名
誉
教
授
（
パ
リ
第
一
大
学
）

を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
催
し
、
「
L
a
tradition libertine et clandestine 

d
e
 !'age classique et le 
m
a
t
e
r
i
a
l
i
s
m
e
 
(
古
典
主
義
時
代
に
お
け
る
自
由
思

想
と
地
下
文
書
の
伝
統
と
唯
物
論
）
」
の
題
目
の
下
に
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

な
お
、
当
専
門
分
野
で
は
、
二

0
0
一
年
三
月
に
本
田
敏
雄
氏
（
神
戸
市
立
工

業
高
等
専
門
学
校
教
授
）
が
課
程
博
士
論
文
「
フ
ィ
ヒ
テ
論
孜
l

フ
ィ
ヒ
テ
知

識
学
の
歴
史
的
原
理
的
展
開
」
に
よ
り
、
ま
た
二

0
0
0
年
三
月
に
は
佐
々

木
正
寿
助
手
が
同
論
文
「
有
限
性
の
解
釈
学
l

前
期
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
と
気

分
の
問
題
|
|
_
」
に
よ
り
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
取
得
し
た
。

（
佐
々
木
）

●
臨
床
哲
学

専
門
分
野
・
臨
床
哲
学
に
は
本
年
度
、
博
士
前
期
課
程
に
六
名
、
同
後
期
課
程
に

1
0
名
在
藉
し
て
お
り
、
鷲
田
清
一
、
中
岡
成
文
、
本
間
寵
樹
の
各
教
官
の
も
と

で
個
別
研
究
を
行
う
ほ
か
、
学
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
プ
ラ
ン
作
り
や
実
践

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
臨
床
哲
学
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
臨
床
哲
学

論
考
集
『
臨
床
哲
学
』
第
三
号
、
お
よ
び
季
刊
『
臨
床
哲
学
の
メ
チ
ェ
』
八
号
（
特

集
]
奴
室
の
な
か
の
／
そ
と
へ
の
哲
学
）
、
九
号
（
特
集
只
対
話
は
終
わ
ら
な
い
）

を
通
じ
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
上
記
機
関
誌
を
含
め
本
専
門
分
野
の
研
究
な

ら
び
に
社
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http:/
/bun70.let.osaka ,U・ 

ac.jp/index.htm)

で
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

今
年
度
開
講
さ
れ
て
い
る
講
義
・
演
習
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
文
学
部
倫
理

学
専
修
対
象
の
も
の
も
含
む
）
「
伝
え
る
と
い
う
こ
と

(
1
)
(
2
)
」
「
臨
床
哲
学

研
究

(
1
)
(
2
)
」
（
鷲
田
教
授
、
中
岡
教
授
、
本
間
講
師
）
、
「
ひ
と
は
何
を
欲
求

す
る
か

(
1
)
（2
)
」
「
西
洋
倫
理
思
想
史
概
説
（
学
部
生
対
象
）
」
（
中
岡
教

授
）
、
「
感
覚
論
」
「
マ
ッ
ハ
の
感
覚
論
を
読
む
」
「
邦
語
哲
学
・
思
想
文
献
講
読
演

習
」
（
鷲
田
教
授
）
、
「
進
化
と
倫
理

I
、
II
」
「
現
代
倫
理
思
想
の
諸
問
題

I
、
II
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法
と
実
践
」
「
倫
理
学
概
論
（
学
部
生
対
象
）
」
「
倫

理
学
の
研
究
方
法
（
学
部
生
対
象
）
」
（
本
間
講
師
）
、
「
応
用
倫
理
学
の
文
献
を
読

む
」
（
品
川
哲
彦
非
常
勤
講
師
）
、
「
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
体
系
の
基
本
概
念
」
「
生
命
操

作

の

倫

理

的

課

題

」

（

霜

田

求

非

常

勤

講

師

）

。

（

本

間

）
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【
編
集
後
記
】

『
メ
タ
フ
ュ
シ
カ
』
第
三
十
二
号
（
通
算
）
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
我
が
国
の
大

学
に
お
け
る
哲
学
教
育
・
研
究
の
現
場
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
い
わ
ゆ
る
「
大
学
の

構
造
改
革
」
の
影
響
下
、
し
だ
い
に
厳
し
さ
を
増
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
誌
が
、
評

価
に
耐
え
得
る
と
同
時
に
、
単
な
る
点
数
稼
ぎ
で
は
な
い
、
内
容
の
充
実
し
た
論
考

の
発
表
の
場
で
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
読
者
の
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
、

ご

意

見

、

ご

批

判

を

お

寄

せ

下

さ

い

。

（

望

月

）

【
編
集
委
員
会
】

『
メ
タ
フ
ュ
シ
カ
』
第
三
十
二
号
編
集
委
員

委

貝

長

里

見

軍

之

（

哲

学

哲

学

史

・

教

授

）

望
月
太
郎
（
現
代
思
想
文
化
学
・
助
教
授
）

本

間

直

樹

（

臨

床

哲

学

・

講

師

）

吉

永

和

加

（

哲

学

哲

学

史

・

助

手

）

補
佐

印

刷

所

発編

行集

者兼

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
日
印
刷

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行

メ
タ
フ
ュ
シ
カ

第
三
十
二
号

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
講
座

〒
癸
0

人

雲

一

豊

中

市

待

兼

山

町

一

ー

五

有

限

会

社

真

陽

社

〒六
0
0

人
四
七
写
京
都
市
下
京
区
油
小
路
仏
光
寺
上
ル
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